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令和２年 ７月 豪雨災害 発生

令和３年 ３月 人吉市復興計画（第1期）策定

７月 被災市街地復興推進地域 都市計画決定

１０月 人吉市復興まちづくり計画 完成（令和３年１０月版）

令和４年 ６月 紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業の施行区域（約１.２ha）

の都市計画決定

８月 中心市街地地区復興まちづくり事業に関する説明会（山田川を含む）

及び紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業の用地先行買収に関する

説明会

中心市街地復興まちづくり推進協議会の立ち上げ

（８月～１２月 復興まちづくり推進委員会４回実施）

９月 中心市街地地区第１回座談会（土地区画整理事業区域内）

１２月 中心市街地地区第２回座談会（土地区画整理事業区域内）

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 1

■ これまでの経緯一覧

令和５年１月２１日 本日 住民説明会



これまでの地区別懇談会の意見を踏まえた、人吉市まちなかグランドデザインです。具体の取組みは決

定事項ではなく今後の関係者調整を含めた具体化への精査・検討が必要です。

各地区の特性を最大限に活かしつつ、人吉らしさや賑わいを発信する集客拠点「３つの杜」の形成と回

遊促進を図り連携して、中心地全体の活性化につながるような復興まちづくりを推進していきます。

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 2

■ 人吉市復興まちづくり計画



復興まちづくり計画に位置づけた事業の実現に向けて、地域の担い手である住民や事業者、行

政が連携・協働し、復興まちづくりに取り組んでいきます。

 都市計画事業等

 まちづくりのルール等

（地区計画、建築協定、

景観協定等）
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１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 3

■ 中心市街地復興まちづくり推進協議会の立ち上げ



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 4

■ 中心市街地復興まちづくり推進協議会の立ち上げ

意見・提言

提案

構成:学識等経験者、住民（町内会役員）、
事業者（旅館等組合、商工会等）

中心市街地復興まちづくり推進協議会

専門部会

委員会

情報共有
連携調整

人吉市
○案の作成

・公共施設の配置計画
・賑わい創出の取組 等

○情報発信

市の取組
（事業の実施）

国、県の取組
（事業の実施）

国、熊本県住民・事業者

住民等の取組
（まちづくり活動等）

情報共有
連携調整

情報共有
連携調整

参加
・

意見交換

賑わい部会 安全安心部会

学識等経験者 ２名

住民・事業者等 １１名

計 １３名

安全安心部会 ６名

賑わい部会 ７名



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 5

■ 検討範囲 概要図



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 6

■ 委員会等開催一覧

会議 開催日 主な議案
第１回復興まちづ
くり推進委員会 ８月３１日（水）  協議会の設置及び会則等

 中心市街地地区の将来像の具体化について等

第１回座談会 ９月２７日（火）  整備イメージ（案）について
 山田川の河川整備について 等

第２回復興まちづ
くり推進委員会 １０月１１日（火）  中心市街地の歴史・文化について

 山田川の河川整備と一体となった整備イメージについて 等

第１回
安全安心部会

１０月２８日（金）  災害に強いまちづくりに向けた「防災面」の機能について 等
 復興まちづくりで考える治水・防災機能等について

第３回復興まちづ
くり推進委員会 １１月２日（水）  中心市街地地区の整備方針及び公共施設配置案について 等

勉強会 １１月２２日（火）  山田川の河川（氾濫）の特性等について 等

第２回
安全安心部会

１１月２４日（木）  河川整備と一体となった整備イメージ及び公共施設配置の考え
方について 等

第１回
にぎわい部会

１１月２８日（月）  賑わい創出への想い（イベント、複合施設、コンテナマルシェ
など）について 等

第２回座談会 １２月１６日（金）  土地区画整理事業の整備イメージ（案）について 等

第４回復興まちづ
くり推進委員会 １２月２６日（月）  復興まちづくりに係る整備計画（案）について 等

※上記以外に、継続的に権利者を対象とした個別訪問を実施
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■ 復興まちづくり推進委員会

これまで４回の委員会と３回の専門部会を開催し、中心市街地の整備計画案や公共施設の配置案、賑わい創
出等について、住民及び事業者の立場から、さまざまなご提言をいただきました。

第１回委員会【８月３１日（水）】

【委員会の様子】

第２回委員会【１０月１１日（火）】

第３回委員会【１１月２日（水）】 第４回委員会【１２月２６日（月）】
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■ 中心市街地地区 座談会

これまでの委員会の取組等についての御報告とともに、今後の当地区のまちの将来像について多くの地域住
民の皆様との意見交換を行うため、９月２７日（火）、１２月１６日（金）、人吉市役所において、住民座談
会を開催しました。

整備イメージ（案）等の説明をした後に、意見交換を行いました。

座談会の様子

【９月２７日（火）】 【１２月１６日（金）】

【主な御意見】

○商売が繁盛し人が集まる・もどるまちづくり、
次の世代に残せるまちづくりが必要。
○幅６ｍの道路を区域内の東西、南北に通したら
どうか。
○泉田川の排水機能をしっかり確保してほしい。
○未接道敷地になっており、区画整理を通じて再
建できるようにしてほしい。

○早く復興に向け、市の考えで進めてもらいたい。
再建の見通しが立たないため、早く進めてもらいた
い。
○将来、子供たちに土地を残すことを考えると、時
間を多少かけても嵩上げして使いやすい・住みやす
い場所にしてあげる方が良い。
○将来、明るく活気のある安全なまちになると良い。
早く進めてもらいたい。

※上記以外に、継続的に権利者を対象とした個別訪問を実施

参加：１６名 参加：１４名
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■ 中心市街地地区の歴史・文化

二条橋・三条
橋・山田川橋
架設

大橋は現在の位
置に架設

(現)紺屋町南町線と県
道の接続（現状同様）

河川改修（石積
護岸）により法
線、川幅が変更。

(現)塚本酒屋から南
下する道路

(現)市道紺屋町
地内第１号線

田畑

【泉田川】
出町橋上流から
山田川へ

畑

宅

宅
宅

宅薮
※この街区は
田畑や薮が
残っていた

薮

昭和３８年 都市計画図

明治３２年 人吉町明細全図 昭和８年 都市計画図

昭和４６年 都市計画図

下流付近の山田川法
線は東側へ屈曲

河川改修（擁壁
構造）に変更。
左岸側や上流部
の一部は未整備。

石積護岸＋川面
に近い遊歩道 擁壁護岸＋管理

用道路＋遊歩道
※管理用道路なし

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

護岸などの表記はない
が小道は確認できる。



景観計画とは、良好な景観を保全・育成・創出することにより、豊かな生活環境を形成していくことを
目的としています。

主要な景観資源を核とする地区を上記のように指定し、それぞれの地域や地区について方針（原則とす
るルール）を掲げ、景観形成に取り組みます。

※出典：人吉市景観計画

【 凡 例 】

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 10

■ 人吉市景観計画

球磨川河畔景観形成地域



（第１回青井復興まちづくり委員会資料引用）１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 11

■ 現況道路の幅員状況

■現況道路幅員図（参考） 凡 例

被災市街地復興推進地域
（中心市街地地区）

【道路幅員】

１５ｍ以上

６ｍ以上１５ｍ未満

４ｍ以上６ｍ未満

４ｍ未満

都市計画道路紺屋町南町線
（計画未改良区間）

・都市計画道路
「紺屋町南町線」
は、現在、道路
線形を検討中。

・その他の地区内
道路は、幅員
4m未満道路や
行き止まり道路
がある。

4m未満道路

行き止まり道路



（第１回青井復興まちづくり委員会資料引用）

都市公園の最低誘致距離は1箇所につ
き半径250mのため、中心市街地地区
では公園を１箇所配置することで、一
時避難場所として充足する。

凡 例

被災市街地復興推進地域（中心市街地地区）

土地区画整理事業施行区域

公園誘致範囲

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 12

■ 現況公園の配置状況



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 13

■ 中心市街地地区の整備方針



HWL

左岸右岸

道路(市道)

計画地盤面

現況地盤面

管理通路 堤防道路
60003000以上

山田川

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 14

■ 災害に強いまちづくりに向けて

公共施設等の配置は現時点の案であ
り、中心市街地復興まちづくり推進
協議会のご意見等を踏まえ変更する
可能性があります。

【配置等の検討が必要な公共施設】

避難路（幅員4m～６m予定）

都市計画道路
（幅員１６m）

交流・文化の場
（複合施設・公園など）

避難ルート

凡 例

避 難 路
土地区画整理事業

直接用地買収

交流・文化の場 直接用地買収

都市計画道路
紺屋町南町線

街路事業
直接用地買収

狭あい道路・行き止まり道路による避難路機能不足
避難地不足による防災機能不足

地盤高調整
検討範囲

A’A

避難路・避難地の確保
住宅地の安全性向上・利用増進
（堤防の強化・地盤高調整）

（破線）：計画
（実線）：現況

狭あい道路・行き止まり道路による
避難路機能不足による防災機能不足

整備イメージ

（Ａ-Ａ‘断面）

避難路（幅員６m予定）



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 15

■ 復興まちづくりへの効果拡大

九日町

紺屋町

駒井田町

まちなかのポケット
パークのイメージ

交流・文化・まちなか居住拠点の形成

中心市街地の新たな拠点となる
緑豊かな図書館等のイメージ

中心市街地の活性化
（魅力・求心力の向上）

空地や低未利用地が散在

公園やオープンスペースの整備による
一時避難地の確保、にぎわい創出

兵庫県神戸市の例

人吉市検証実験の例

テラス席のよう
な形での建て方
の検討

ひかりの復興計画による夜間景観のイメージ

賑わい・観光・交流拠点の形成

山田川の断面イメージ

土砂堆積を軽減させるための横断形状の工夫

街並み･景観に配慮した石積み等

継続的に土砂撤去を行うための通路を整備
（平常時は散策も可能）

堤防の幅を確保し、構造を強化
避難路、水防活動の場として活用

川へのアクセスを確保する
まちづくりと一体となった整備

左岸右岸

二条橋



１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 16

■ 土地区画整理事業区域内の公共施設配置（案）の考え方

2.街区の構成・・・「復興まちづくりへの効果拡大」

(1) 山田川と一体となった「まち」の構成
山田川を眺望できる店舗等や散策路として利用できる環境が整い、東西方向への動線を確保することによ

り、中心市街地と山田川一帯を連続的に結び、回遊性のあるまちづくりとする。

(2) 良好な住環境の確保と賑わい創出
山田川を望む堤防道路や街区道路、公園等の整備により、住宅の再建や防災性、安全性の向上など良好な

住環境の確保ができ、店舗等の再建の後押しにもつながり、賑わい創出が可能となるまちづくりとする。

1.災害への備え・・・「災害に強いまちづくりに向けて」

(1) 救助・救援・避難路の確保
本地区の指定避難場所である人吉東小学校への適切な避難路を確保することにより、安全に、短時間での

避難が期待できる。
また、区画道路に沿った公園も、一時避難場所（避難時集合場所）、緊急時の活動スペースを想定した設

えとする。

(2) 地形を考慮した排水施設の再配置及び機能強化
地区内の排水については、泉田川の排水機能を含めて再配置を検討し、区画整理区域（1.2ha）だけでな

く中心市街地地区全体を考慮した排水計画とする。なお、その際に更なる安全性の向上（気候変動への対応
など）を踏まえた排水能力の強化も検討することとする。
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■ 土地区画整理事業区域内の公共施設配置（案）

山

田

川

・現況の路地の位置を継承
・オレンジ色矢印により容積
率の確保が可能であるため、
６ｍ未満で整備

（災害時）
・避難路として活用
・火災時の消火活動や水害時
の水防活動に資する道路とし
て６ｍで整備

（平常時）
・歩車道共存道路・イベント
時の沿道建物と一体利用によ
る滞留空間として整備
・避難路に加え、指定容積率
（４００％）の観点からも６
ｍで整備

（災害時）
・避難路等の防災性の向上
に資する道路として整備

（平常時）
・山田川～コンテナマル
シェ等を東西につなぎ、賑
わいと回遊性の促進を図る
（道路の美装化等）
・避難路に加え、指定容積
率（４００％）の観点から
も６ｍで整備

（災害時）
・一時避難場所として活用
・内水対策として、雨水浸透機
能を持たせた公園として整備

（平常時）
・地域のコミュニティー施設や
イベント等に活用できる公園と
して整備

現況のポケット
パークの位置を
継承

公園案２

（
道
路
１
）

・現況の路地の位置を継承
・オレンジ色矢印により容
積率の確保が可能であるた
め、６ｍ未満で整備



（土地区画整理法施行規則）昭和三十年建設省令第五号
（設計の概要の設定に関する基準）
第九条
三 区画道路（幹線道路以外の道路をいい、裏口通路を除く。）の幅員
は、住宅地にあつては六メートル以上、商業地又は工業地にあつては八
メートル以上としなければならない。ただし、特別の事情により、やむ
を得ないと認められる場合においては、住宅地にあつては四メートル以
上、商業地又は工業地にあつては六メートル以上であることをもつて足
りる。

※以下の土地区画整理法施行規則のとおり、商業地（中心市街地地区）の道路
幅員は原則８ｍ、ただしやむ得ない場合は６ｍを認めると定められています。

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 18

■ 土地区画整理法における道路幅員の基準について



【前面道路＝４ｍ】

４ｍ

敷 地

指定容積率

４００％ ６ｍ

敷 地

指定容積率

４００％ ８ｍ

敷 地

指定容積率

４００％

【前面道路＝６ｍ】 【前面道路＝８ｍ】

容積率＝４ｍ×６０

＝２４０％＜４００％

容積率＝６ｍ×６０

＝３６０％＜４００％

容積率＝８ｍ×６０

＝４８０％＞４００％

（上限）容積率＝２４０％ （上限）容積率＝３６０％ （上限）容積率＝４００％

指定容積率の６割
まで建てられる

指定容積率の９割
まで建てられる

指定容積率（MAX）
まで建てられる

前面道路の幅員が１２ｍ未満の場合、建築物の容積率は、前面道路の幅員数値に用途地域の種別によ
り定められた数値（定数）を乗じたもの以下でなければなりません。
➡住居地域以外（商業地域）：定数６０、住居地域：定数４０
道路幅員による容積率と指定容積率のうち、いずれか小さい方の値が適用される上限値となります。

※上限を満たす道路幅員は６．７ｍ以上

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について 19

■ 前面道路の幅員と容積率の関係について（建築基準法 第52条第2項）



山

田

川

凡 例

：既存の排水路
（道路側溝、泉田川等）

：雨水の流れ

：排水ルート案

：地盤高調整検討範囲

【対策①】
・公園に雨水浸透機能を持たせる
⇒雨水の流出を抑制

【対策②】
・嵩上げの法尻箇所（擦り付け部付
近）に排水施設を配置
⇒雨水の流出を抑制

（
道
路
１
）

(排水方法)
【平常時】
・山田川へ自然流下

【洪水時】
・排水ポンプにより強制排水

１ 復興まちづくり計画の実現に向けたこれまでの経緯と検討内容について

■ 土地区画整理事業区域内の内水排水対策（案）

20



２ 中心市街地地区の復興まちづくりの実現に向けた整備イメージ（案）について 21

※当計画は一部のご意見・整備計画イメージをまとめたもので、引き続き中心市街地復興まちづくり協議会等で公共空間づくり等を検討して参ります。

,C-3

公園案

土地区画整理事業施行区域

排水ルート案

公園案



※ 現時点での予定であり、変更もあります。

１０月２４日現在３ 今後の復興まちづくりの予定について 22
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ト
対
策

（座談会）
9/27

第２回
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第３回
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委
員
会

道路・公園等の機能
・配置検討

まちづくり活動
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内
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画
整
理
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域
外
・
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川

避難路整備に伴う測量業務

用地測量
建物調査

道路・公園等の整備
イメージの検討

土地区画整理に伴う地区界測量業務
その他土地区画整理事業
に伴う測量業務

避難路整備に伴う測量設計業務
及び用地測量業務

山田川河川整備

に伴う設計業務
山田川河川整備に伴う測量業務

公園・複合施設等の
機能・配置検討

土地区画整理事業

の事業計画作成

事業認可手続き

等

第４回
12/26
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の
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